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慢性関節リウマチ患者における
EBウイルス関連抗体価の変動について
（整形外科学）
（微生物学）
○田中英俊、山本謙吾
　今給黎篤弘、三浦幸雄
　角田修次、水野文雄
（目的）慢性関節リウマチ（RA）とEpstein－
BarrVirus（EBV）との関連性が指摘されて
久しいが、未だにその因果関係は明らかではない。
今回、EBV関連抗体価を経時的に測定し、　RA
の臨床像との比較検討を行なった。
（対象および方法）RA患者80例（男性22例、女
性58例；平均年齢62．1歳）および健常者対照76例
（男性35例、女性42例；平均年齢56．5歳）につい
て、採取血清よりEBV関連抗体価およびリウマ
チ因子（RF）サブクラス（lgM－RF，　IgG－RF）を測
定した。また、RA患者のうち23例については、
最低6か月以上に渡ってこれらを経時的に測定し
た。EBV関連抗体のうち、ウイルス・カプシド
抗原（VCA）と早期抗原（EA）に対するIgGクラス
の各抗体価は蛍光抗体間接法にて測定し、EBV
核内抗原（EBNA）に対する抗体価については、蛍光
抗体補体法にて測定した。
（結果および考察）RA患者および対象ともに、
全例がEBV既感染者であった。　RA患者の平均
VCA抗体価は1842倍（対照579倍）、平均EA抗体
価は69倍（対照10倍）であり、対照群と比べて著
しく高値であったが、平均EBNA抗体価については
40倍（対照109倍）とむしろ低値を示した。また、
対照群ではVCA抗体価が高値になるほどEBNA抗体
価も高値をとる傾向にあるが、RA患者ではVCA
抗体価が高値になるほど逆にEBNA抗体価は低値を
とる傾向を示した。RA患者における、これらの
各抗体価の経時的変化を観察すると、全般的には
変動性に乏しいが、IgG－RFが上昇する場合、それ
に伴ってEA抗体価は上昇・EBNA抗体価は下降する
傾向を示した。この傾向は、RFが赤沈やCRPと全
く相関しないような症例でも、同様に認められた。
これらより、EBVがRAの疾患修飾因子の一つ
になっているというよりも、RAにおける特異的
な免疫状態およびRFなどの抗体産生の状況を、　E
BV関連抗体価が反映していると考えられた。
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［はじめに］全身性エリテマトーデス（SLE）と
円板状エリテマトーデス（DLE）の中間的性格を
有する、亜急性皮膚ループス（subacute
cutaneous　lupus　erythematosus；SCLE）の一例を
経験したので報告する。
［症例］21才、女性。1994年12月下旬より、
発熱、多発性関節痛出現し、近医にて加療を
受けるも改善せず。精査目的で、95年3／25、
当科に紹介入院となる。体温40．4℃、顔面は、
上眼瞼が浮腫状で蝶形紅斑を認め、四肢伸・
屈側、躯幹（主に背部）に境界明瞭な浮腫性紅
斑が見られ、骨x－p上、骨破壊を伴わない多
発性関節炎（右肘関節、左基節骨・中手骨関節、
膝関節、左足関節）を認めた。口腔内・角膜の
乾燥、光線過敏は見られなかった。
WBC3830．　ESR32mm／hr，　CRP！6．0．
RAPAx40、梅毒反応（一）、　ANAx5120（speckled）、
抗DNA抗体（一）、抗Sm抗体（一）、抗SS－A抗体（＋）、
抗SS－B抗体（一）、　CH－50　38より、SCLEと診断
した。PSL　60mgの経口投与を開始したところ、
解熱し、紅斑は落屑と色素沈着を残し消退し
た。PSL漸減後、5月下旬に再燃した為、　PSL
からbetamethasoneに変更しところ、経過良好
で、外来にて経過観察中である。
［考案］
　1．SCLEの頻度はLEの5～10％で、比較的、
稀な疾患である。
　2．SCLE症例の90％以上に、日光過敏症が
みられるとされる。日光過敏症のないことが、
本症例では特異的と考えられた。
　3．再燃の際、PSLからbetamethas。neに変更
し、寛解を得た。Betamethasoneは、生物活性
の半減期が長い（血中半減期、レセプターとの
結合力、細胞質からの遊離リセプターの消失
時間）と考えられ、本症例では、ステロイドの
剤型変更が奏功したと思われた。
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